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町県民税（住民税）の申告について町県民税（住民税）の申告について
　

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
の
間
、
所
得
税
の
確
定
申
告

お
よ
び
町
県
民
税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。
町
の
申
告

会
場
の
開
設
は
左
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
告
の
必

要
な
方
は
期
間
中
に
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
は
税
務
署
も
し
く
は
町
の
開
設
す
る
申
告
相
談
会

場
に
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方

は
税
務
署
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
新
築
家
屋
な
ど
が
あ
り
、
令
和
３
年
分
か
ら
新
規
に
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
を
申
請
さ
れ
る
方

○
土
地
や
建
物
な
ど
の
売
却
、
株
式
の
売
買
な
ど
分
離
課

税
に
係
る
所
得
の
申
告
を
さ
れ
る
方

○
青
色
申
告
の
方

　

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
で
池
田
町
に
お
住
ま
い
で
、

前
年
中
（
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
）
の

所
得
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申
告
が
必
要
で

す
。

○
複
数
の
事
業
所
な
ど
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
た
方

○
給
与
と
年
金
な
ど
複
数
の
所
得
が
あ
っ
た
方

○
内
職
・
家
事
手
伝
い
・
日
雇
い
な
ど
、
所
得
の
源
泉
徴

収
を
受
け
な
か
っ
た
方

○
雑
損
控
除
・
医
療
費
控
除
・
寄
附
金
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
方

○
営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方

○
年
金
所
得
者
で
、
所
得
税
の
申
告
が
不
要
な
方
の
う

ち
、
町
県
民
税
の
た
め
の
所
得
控
除
が
必
要
な
方

○
前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
方
の
う
ち
、
同
世
帯
内
で

税
法
上
の
扶
養
に
と
ら
れ
て
い
な
い
方

※
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
が
４
０
０
万
円
以

下
で
あ
り
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
の
方
は
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
に
該
当
す
る
方
は
確

定
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方

●
純
損
失
や
雑
損
失
の
繰
越
控
除
な
ど
、
確
定
申
告
書
の

提
出
が
控
除
適
用
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
控
除
を
受

け
る
方

※
町
で
の
判
断
が
難
し
い
場
合
、
税
務
署
で
の
申
告
を
ご

案
内
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
町
県
民
税
の
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

○
所
得
が
１
カ
所
の
事
業
所
か
ら
の
給
与
所
得
の
み
で
年

末
調
整
を
受
け
た
方

○
同
世
帯
内
で
、
税
法
上
の
扶
養
に
と
ら
れ
て
い
る
方

○
年
金
所
得
の
み
の
寡
婦
・
ひ
と
り
親
控
除
対
象
者
で
、

年
金
保
険
者
へ
扶
養
控
除
申
告
書
に
て
寡
婦
・
ひ
と

り
親
の
申
告
を
さ
れ
た
方

申
告
期
間
に
つ
い
て

申
告
期
間
に
つ
い
て

申
告
が
必
要
な
方

申
告
が
必
要
な
方

◦給与・年金の源泉徴収票など、収入のわかる資料
◦社会保険料・生命保険料などの領収書または支払証明書
◦個人番号カードまたは個人番号通知カードと身元確認書類（運転免許証・パスポートなど）
◦申告者本人の金融機関の口座情報とその届出印（口座振替納税および還付の手続きに必要）
《医療費控除がある方》
◦医療費控除の明細書（用紙は役場・税務署・国税庁 HP から取得できます）
◦医療費通知の原本（医療費通知を使用して申告する場合）
《農業所得がある方》
◦農業収支内訳書、領収書・伝票または帳簿など、固定資産課税明細書
《小作料（不動産所得）がある方》
◦不動産収支内訳書、固定資産課税明細書、農地流動化利用権設定農地小作料の支払いに関する書類

※その他申告に必要と思われる書類がありましたら併せてお持ちください。

申告に必要なもの

　

町
の
申
告
会
場
で
申
告
す
る

町
の
申
告
会
場
で
申
告
す
る

必
要
が
な
い
方

必
要
が
な
い
方　
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【昨年度とは日程が変更になっています。ご注意ください。】

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いします。

申告相談日程表

町県民税に関すること　池田町役場 総務課 課税係　℡ 62-3131
確定申告に関すること　大町税務署　℡ 22-0410

【問い合せ先】

　税務署や申告会場に出向くことなく、パソコンやスマホを利用して申告、申請・届
出、納付などの手続きを行うことができます。所得税の確定申告に際して書類の添付
を省略できます。
　また、国税庁ホームページでは、画面の案内に従って金額を入力することによって
申告書が作成できる「所得税の確定申告作成コーナー」を掲載しています。作成した
申告書は、添付書類と合わせて提出できます。郵送での提出も可能です。新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のため、ぜひご利用ください。

e-Tax をご利用ください
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【　日　　　程　】

2月 16日
（水）

17日
（木）

18日
（金）

20日※
（日）

21日
（月）

22日
（火）

24日
（木）

25日
（金）

28日
（月）

3月 1日
（火）

2日
（水）

3日
（木）

4日
（金）

5日※
（土）

7日
（月）

8日
（火）

9日
（水）

10日
（木）

11日
（金）

14日
（月）

15日
（火）

※休日相談日

【申告会場】
池田町役場　２階　大会議室　　（待合室）　中会議室※２月 25 日のみ、小会議室

【申告相談時間】
（平日）午前９時～午後４時　※整理券配布時間　午前８時 30 分～午後３時
（休日）午前９時～正午　　　※整理券配布時間　午前８時 30 分～午前 11 時
（整理券配布場所）役場　正面玄関　入口

【注意事項とお願い】
◦申告相談全日程において、全地区対象です。

※本年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、地区の割り振りは行いません。
◦申告相談日に当日分の整理券を配布します。整理券に記載の時間に、申告会場にて受付してください。

ただし、受付人数には限りがあるため、来庁時に整理券がない場合や書類不備などにより申告ができな
かった場合は別日に再度お越しいただくことになります。
（注）相談時間は 1 回 30 分とし、１日の受付件数は 40 件程度を予定しています。
（注）申告相談日の予約は受け付けていません。
（注）医療費控除の明細書、農業や不動産の収支内訳書はあらかじめご自身で作成してください。作成

していない場合、作成の上、別日に再度お越しいただくことになりますので、ご承知おきください。
（注）新型コロナウイルス感染拡大防止のため、入場制限や受付時間が変更となる場合があります。

◦ 2/20（日）・3/5（土）は、午前中に限り申告相談を行います。その他の土日、祝日は、申告相談は行いません。
（2/23（水・祝）は申告相談は行いません）

◦申告相談期間の後半は混雑が予想されます。余裕をもって相談していただきますよう、お願いします。
◦申告相談期間中は、総務課　課税係窓口での申告相談は受け付けていません。
◦町県民税の申告について、郵送でも受け付けています。詳しくは、町ホームページまたは広報いけだ１

月号をご覧ください。
◦来場時はマスクの着用および手指消毒をお願いします。



新型コロナウイルスワクチンの今後の予定などについて新型コロナウイルスワクチンの今後の予定などについて
　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
18
歳
以
上

の
希
望
者
に
対
し
て
、
２
回
目
の
接
種
か
ら
７
カ
月
以

上
（
医
療
従
事
者
等
お
よ
び
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
６

カ
月
）
経
過
後
に
公
費
負
担
で
行
う
こ
と
が
国
か
ら
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

池
田
町
で
は
１
月
末
か
ら
３
月
に
か
け
て
高
齢
者
の

接
種
を
行
う
こ
と
と
し
、
対
象
者
に
接
種
案
内
・
接
種

券
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
接
種
日
程
は
、
予
約
の
簡
便
化
の
た
め
、

町
で
割
り
振
り
ま
し
た
。
通
知
の
日
程
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
接
種
を
希
望
し
な
い
方
や
日
程
を
変
更
し
た
い

方
は
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
窓
口
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
に
は
２
回
目
の
接
種
日
と

国
の
指
針
に
基
づ
き
、
接
種
案
内
な
ど
を
順
次
発
送
す

る
予
定
で
す
。

　

１
、
２
回
目
の
接
種
希
望
者
向
け
の
接
種
日
程
を
３

月
頃
に
設
け
る
予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

国
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
早
け
れ
ば
３

月
か
ら
接
種
開
始
に
な
る
見
込
み
で
す
。
対
象
児
童
の

保
護
者
に
は
改
め
て
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

１
、
２
回
目
の
接
種
を
他
市
町
村
で
接
種
し
た
後
に

池
田
町
に
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
で
池
田
町
に
接
種
記
録

が
な
い
方
は
接
種
券
を
個
別
に
発
券
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
相
談
窓
口
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
証
明

に
つ
い
て
は
接
種
会
場
に
て
お
渡
し
し
た
接
種
済
証
が

今
後
も
有
効
で
す
の
で
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
方
、
海
外
渡
航
者
向
け
に
発
行
し
て
い
た
接
種
証

明
書
（
ワ
ク
チ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
）
が
昨
年
12
月
20
日
か

ら
電
子
化
さ
れ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
も
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
国
内
で
の

接
種
記
録
の
確
認
に
も
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

接
種
証
明
書
の
電
子
交
付
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
必
要
で
、
接
種
証
明
書
ア
プ

リ
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

３
回
目
接
種
（
追
加
接
種
）
に
つ
い
て

３
回
目
接
種
（
追
加
接
種
）
に
つ
い
て

１
、
２
回
目
接
種
に
つ
い
て

１
、
２
回
目
接
種
に
つ
い
て

【
問
い
合
せ
先
】

《
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
》

　

池
田
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
相
談
窓
口

℡（
６
１
）５
０
５
１

《
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に
つ
い
て
》

　

住
民
課  

住
民
係	

℡（
６
２
）２
２
０
３

小
児
（
５
～

小
児
（
５
～
1111
歳
）
向
け
接
種
に
つ
い
て

歳
）
向
け
接
種
に
つ
い
て

接
種
券
・
接
種
案
内
が
届
か
な
い
方
へ

接
種
券
・
接
種
案
内
が
届
か
な
い
方
へ

ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
に
つ
い
て

ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
に
つ
い
て

【令和４年１月 13 日現在】【令和４年１月 13 日現在】
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今後の接種スケジュール

接種区分 対象 １月 ２月 ３月 ４月 ５月以降

医療従事者等

高齢者

18歳から64歳

12歳以上

５歳から11歳

※３回目接種は18歳以上が対象

３回目
接種

１、２回目
接種

▲ App Store (iOS)

▲ Google Play (Android)



灯油等の購入費用を助成します灯油等の購入費用を助成します
　

原
油
価
格
高
騰
に
よ
る
低
所
得
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
灯
油
等
の
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

《
申
込
期
限
》
２
月
28
日
（
月
）

　

令
和
３
年
12
月
下
旬
、
対
象
世
帯
に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ

の
郷
健
康
福
祉
課
福
祉
係
に
郵
送
ま
た
は
直
接
窓
口
に
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
令
和
３
年
１
月
２
日
以
降
に
池
田
町
に
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
に
は
申
請

書
を
お
送
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
左
記
《
対
象
世
帯
》
に
該
当
す
る
世

帯
の
方
は
、
池
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
ま
た
は
健
康
福
祉
課
窓

口
に
備
え
付
け
て
あ
る
申
請
書
に
前
住
所
地
の
所
得
課
税
証
明
書
（
転

入
者
全
員
分
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
対
象
世
帯
》

　

令
和
３
年
12
月
１
日
時
点
で
池
田
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
が
あ

り
、
令
和
３
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
次
の
要
件
に
該
当
と
な
る
世
帯

・
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
～
３
級
）
保
持
者
（
児
童
を
含
む
）
の
い
る
世

帯
・
療
育
手
帳
（
Ａ
１
、
Ａ
２
）
保
持
者
（
児
童
を
含
む
）
の
い
る
世
帯

・
精
神
保
健
福
祉
手
帳
（
１
級
、
２
級
）
保
持
者
（
児
童
を
含
む
）
の
い

る
世
帯

・
介
護
保
険
要
介
護
４
、
５
の
方
の
い
る
世
帯

・
母
子
お
よ
び
父
子
の
ひ
と
り
親
世
帯

・
生
活
保
護
世
帯

《
助
成
金
》

　

１
世
帯
あ
た
り
１
万
円
（
１
回
限
り
）

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

福
祉
係　

℡（
６
１
）５
０
０
０

在宅介護者に給付金を支給します在宅介護者に給付金を支給します
　

町
で
は
、
家
庭
に
お
い
て
重
度
の
要
介
護
者
ま
た
は
重
度
心
身
障
が
い
者
の
介
護
を
し
て

い
る
方
（
介
護
を
し
て
い
た
方
）
に
対
し
て
、
介
護
者
の
孤
立
化
の
防
止
お
よ
び
負
担
軽
減

を
図
り
、
心
身
共
に
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
介
護
に
従
事
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
在
宅
介
護
者
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
係　
　

℡（
６
１
）５
０
０
０

《
給
付
対
象
者
》

　

次
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
す
方

【
要
件
１
】

　

次
の
①
、
②
に
該
当
す
る
状
態
の
要
介
護

者
を
、
令
和
３
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
の

１
年
間
で
１
８
０
日
以
上
在
宅
に
て
介
護
し

て
い
た
介
護
者
（
入
院
期
間
な
ど
は
除
く
）

①
重
度
介
護
高
齢
者

65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
４
、
５
ま
た

は
認
知
症
日
常
生
活
自
立
度
Ⅲ
、
Ⅳ
、

Ｍ
に
該
当
す
る
者

②
重
度
心
身
障
が
い
者

特
別
障
害
者
手
帳
の
受
給
者
ま
た
は
障

害
児
福
祉
手
当
の
受
給
者

【
要
件
２
】

　

令
和
３
年
中
に
受
診
し
た
健
康
診
断
な
ど

の
検
査
結
果
を
町
に
提
出
し
、
町
の
保
健
指

導
を
受
け
る
こ
と
を
承
諾
し
た
者

※
今
年
度
か
ら
の
追
加
要
件
の
た
め
、
期
間

内
に
健
康
診
断
な
ど
を
受
診
し
て
い
な
か
っ

た
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
給
付
額
》

　

重
度
介
護
高
齢
者
ま
た
は
重
度
心
身
障
が

い
者
１
人
に
つ
き
年
３
万
円

《
申
請
期
間
》

　

２
月
１
日
（
火
）
～
28
日
（
月
）

《
申
請
方
法
》

　

町
で
把
握
し
て
い
る
支
給
対
象
者
に
は
１

月
末
に
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
の
上
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

要
件
に
該
当
す
る
方
で
町
か
ら
申
請
書
類

が
届
か
な
い
方
や
、
ご
不
明
な
点
が
あ
る
方

は
、
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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財
産
収
入
は
、
大
き
く
分
け
て
財
産
運
用

収
入
と
財
産
売
払
収
入
の
二
つ
が
あ
り
ま

す
。

　

財
産
運
用
収
入
に
は
、
財
産
貸
付
収
入
や

利
子
お
よ
び
配
当
金
等
が
あ
り
、
財
産
売
払

収
入
に
は
、
不
動
産
売
払
収
入
や
物
品
売
払

収
入
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

当
町
で
毎
年
収
入
が
あ
る
の
は
、
財
産
貸

付
収
入
（
土
地
建
物
貸
付
収
入
）
、
利
子

お
よ
び
配
当
金
（
財
政
調
整
基
金
預
金
利

子
）
、
不
動
産
売
払
収
入
の
三
つ
で
す
。

　

土
地
建
物
貸
付
収
入
は
、
文
字
通
り
土
地

や
建
物
を
貸
し
付
け
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
収

入
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
葬
祭
セ
ン
タ
ー
用
地
や

交
番
用
地
な
ど
で
、
令
和
２
年
度
は
28
件

５
６
９
万
円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
の
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
公
共

施
設
の
屋
根
貸
し
事
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
や

行
政
財
産
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
町
内

５
施
設
※

の
屋
根
を
太
陽
光
発
電
事
業
者
に

貸
し
出
す
事
業
で
、
令
和
２
年
夏
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

屋
根
貸
し
の
期
間
は
20
年
間
で
、
発
電
事

業
者
か
ら
年
間
約
46
万
円
の
使
用
料
が
入
る

ほ
か
、
固
定
資
産
税
の
収
入
も
あ
り
ま
す
。

年
間
発
電
量
は
約
41
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
で
、

一
般
家
庭
約
95
世
帯
分
の
年
間
電
力
消
費
量

に
相
当
し
ま
す
。

※
町
内
５
施
設
…
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
池

田
保
育
園
、
池
田
小
学
校
、
会
染
小
学

校
、
高
瀬
中
学
校

　

財
政
調
整
基
金
の
預
金
利
子
は
、
収
入
科

目
を
設
け
て
計
上
し
、
年
度
末
に
財
政
調
整

基
金
へ
同
額
を
積
み
立
て
て
い
ま
す
。
令
和

２
年
度
は
10
万
２
０
０
０
円
で
し
た
。

　

不
動
産
売
買
の
一
例
と
し
て
は
、
赤
線

（
地
番
の
な
い
道
路
）
や
青
線
（
地
番
の
な

い
水
路
）
な
ど
の
法
定
外
公
共
物
を
は
じ

め
、
町
道
改
良
工
事
や
水
路
付
け
替
え
工
事

な
ど
で
道
路
や
水
路
と
し
て
の
機
能
を
失
っ

た
土
地
を
、
隣
接
者
に
売
り
払
う
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
利
活
用
の
見
込
み
の
な
い
土
地
や

建
物
は
、
近
年
公
募
に
よ
る
売
却
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
（
表
１
参
照
）

　

昨
年
11
月
、
町
営
バ
ス
明
科
線
の
車
両
更

新
に
伴
い
不
要
と
な
っ
た
旧
車
両
を
官
公
庁

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
し
ま
し
た
。

　

最
低
入
札
価
格
16
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
、

最
終
的
に
は
23
万
５
０
０
０
円
で
落
札
さ
れ

ま
し
た
。

　

不
要
と
な
っ
た
物
で
も
現
金
化
が
見
込
め

る
物
は
、
今
後
も
収
入
確
保
の
た
め
売
却
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

財
産
収
入
の
種
類

財
産
収
入
の
種
類

土
地
建
物
貸
付
収
入

土
地
建
物
貸
付
収
入

財
政
調
整
基
金
預
金
利
子

財
政
調
整
基
金
預
金
利
子

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

財
政
係

℡（
６
２
）３
１
２
９

不
動
産
売
払
収
入

不
動
産
売
払
収
入

物
品
売
払
収
入

物
品
売
払
収
入

▲高瀬中学校に設置された太陽光パネル
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【表 1】公募で売却した町有不動産
（単位：万円）

年度 売却町有不動産 売却価格

H29

旧会染小学校校長住宅（土地・建物） 650
旧和合教職員住宅（土地・建物）計 4 棟 996
旧池田交番跡地 1,007
旧東町公民館跡地 155
吾妻町ふれあいセンター隣接地 684

H30 旧豊町教職員住宅（土地・建物） 460
R2 旧豊町教職員住宅（土地・建物） 406

合　　計 4,358

シリーズ
用
語
か
ら
読
み
解
く
町
の
財
政
状
況

『『
財
産
収
入
』

財
産
収
入
』

　

「
財
産
収
入
」
は
、
町
が
所
有
す
る
土
地
や
建
物
を
貸
し
た
り
売
っ
た
り
し
て
得
ら

れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
近
年
は
不
動
産
を
集
中
的
に
売
却
し
た
り
、
公
共
施
設
の
屋

根
貸
し
事
業
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
活
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
財
産
収
入
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
交
え
て
お
伝
え
し
ま
す
。



　

表
１
は
、
池
田
町
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
の
う

ち
、
令
和
２
年
度
の
血
圧
検
査
の
結
果
で
す
。
正
常
値

の
方
は
全
体
の
50
・
２
％
に
と
ど
ま
り
、
約
半
数
の
方

は
血
圧
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
高
血

圧
症
な
ど
血
圧
の
課
題
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

脳
卒
中
や
心
疾
患
な
ど
大
き
な
病
気
の
発
生
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

一
方
で
、
令
和
元
年
度
の
血
圧
検
査
で
受
診
勧
奨
判

定
値
（
医
師
に
か
か
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
判
断
さ
れ
る

数
値
）
だ
っ
た
方
の
う
ち
、
45
・
３
％
の
方
は
数
値
が

改
善
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
（
表
２
）

　

数
値
が
改
善
し
た
方
に
、
血
圧
が
下
が
っ
た
理
由
と

し
て
思
い
当
た
る
こ
と
を
聞
く
と
「
体
重
が
減
っ
た
」

「
受
診
し
内
服
を
始
め
た
」
「
血
圧
測
定
を
毎
日
す
る

よ
う
に
し
た
」
「
タ
バ
コ
を
や
め
た
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

血
圧
が
上
が
る
原
因
は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
図

１
）
自
分
の
症
状
が
起
き
て
い
る
原
因
を
正
し
く
知
る

こ
と
も
課
題
解
決
の
た
め
に
大
切
で
す
。
血
圧
に
つ
い

て
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
不
安
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

池
田
町
国
保
の
特
定
健
診
か
ら
み
え
る
こ
と

池
田
町
国
保
の
特
定
健
診
か
ら
み
え
る
こ
と

池田町の健康を考える ❷池田町の健康を考える ❷
令和2年度血圧分類別割合 （表1）

正常　50.2％ 保健指導 受診勧奨判定値
正常 正常高値 高値血圧 Ⅰ度 Ⅱ度 Ⅲ度

令和2年度 31.6% 18.6% 28.9% 16.8% 3.4% 0.6%

令和元年度受診勧奨値232人の令和2年度の変化 （表2）

改善 変化なし 悪化 未把握

合計
105 73 16 38

45.3% 31.5% 6.9% 16.4%

Ⅰ度
75 64 14 27

41.7% 35.6% 7.8% 15.0%

Ⅱ度
23 8 2 10

53.5% 18.6% 4.7% 23.3%

Ⅲ度
7 1 1

77.8% 11.1% 11.1%

診察室 家庭
Ⅲ度

Ⅱ度

Ⅰ度

拡張期血圧（最低血圧）

家庭 （mmHg）

診察室

高値血圧

正常高値
血圧

収
縮
期
血
圧
（
最
高
血
圧
）

正常
血圧

（mmHg）

高血圧治療ガイドライン2019（日本高血圧学会）成人における家庭・診察室血圧値の分

すぐに受診！！

生活改善し、
改善しない場合は受診！

要注意。生活改善が必要
健診を受けましょう。

高

血

圧

〈参考〉

180

160

140

130

120 今回の測定結果は異常あ

りませんが、自分の身体の

状況を確認するため健診

を受けましょう。

〈図１〉　自分の血圧が上がる原因は・・・

肥満(内臓脂肪型肥満)

妊娠歴
妊娠高血圧 糖尿病

蛋白尿の指摘

家族歴
両親の家族歴 糖尿病

心血管疾患（発症年齢）

1

運動不足4

交感神経

（過労、緊張、睡眠不足）
6

アルコール

7 3

血管の太さ
(収縮)

たばこ5

脱水

塩分は水をよぶ
体液は0.8%
塩1グラム－水125cc

アルコールも
水をよぶ

二次性高血圧
原発性アルドステロン症、クッシング症候群
褐色細胞腫、甲状腺機能(亢進・低下)症
睡眠時無呼吸症候群
薬剤誘発性高血圧(甘草・消炎鎮痛剤）

血液の量

塩 分
2

脂肪細胞から出る物質

インスリンの働きを悪くする

中性脂肪をたくさん作る

血栓をつくる

血圧を上げる
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【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

健
康
増
進
係

℡（
６
１
）５
０
０
０



―
―　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

金
沢
の
同
じ
工
房
で
学
ん
で
い
た
こ
と
が
出
会
っ
た
き
っ
か

け
で
す
。
そ
の
後
結
婚
し
、
独
立
し
て
富
山
県
に
転
居
し
た
の

で
す
が
、
双
子
が
生
ま
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
池
田
町
に
引
っ
越

し
て
き
ま
し
た
。

―
―　

お
２
人
の
活
動
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

聡
さ
ん
：
ガ
ラ
ス
作
家
と
し
て
、
吹
き
ガ
ラ
ス
や
切
子
の
技

法
を
用
い
て
器
の
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
年
に
数
回
、
国

内
外
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
個
展
な
ど
を
開
催
し
、
作
品
の
展
示
販

売
を
し
て
い
ま
す
。

　

有
美
子
さ
ん
：
私
は
イ
ギ
リ
ス
の
古
い
技
法
で
あ
る
「
モ
カ

ウ
ェ
ア
」
を
応
用
し
た
陶
芸
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
に
じ

み
絵
の
よ
う
に
色
が
自
然
と
広
が
る
技
法
で
、
同
じ
も
の
は
一

つ
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

―
―　

池
田
町
の
魅
力
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

聡
さ
ん
：
冬
も
カ
ラ
ッ
と
晴
れ
る
日
が
多
く
て
気
持
ち
が
い
い
で
す
。

　

有
美
子
さ
ん
：
子
ど
も
が
で
き
地
元
に
戻
っ
て
き
て
、
と
て
も
素
敵
な
景
観
で
住

み
や
す
い
町
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
環
境
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

―
―　

今
後
の
夢
や
目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

今
は
主
と
し
て
工
房
の
み
で
す
が
、
将
来
的
に
は
カ
フ
ェ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て

の
空
間
も
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ガ
ラ
ス
工
芸
や
陶
芸
の
教
室
な
ど
も
で
き
た
ら

う
れ
し
い
で
す
ね
。

vol.13vol.13

西
垣
西
垣    
聡　
　
聡　
　

    

さ
ん
（

さ
ん
（
3737
））
京
都
府
出
身　

ガ
ラ
ス
作
家

片
瀬
片
瀬    

有
美
子

有
美
子    
さ
ん
（

さ
ん
（
3333
））（
作
家
名
）
池
田
町
出
身　

陶
芸
家

池
田
町
に
移
住
し
た
方
を
紹
介
し
ま
す
！

　

第
13
弾
は
、
滝
沢
で
ガ
ラ
ス
と
陶
芸
の
工
房
「
ｔ
ｏ

ｕ
ｃ
ａ
」
を
構
え
て
い
る
西
垣
さ
ん
夫
妻
で
す
。

　

工
房
か
ら
見
え
る
北
ア
ル
プ
ス
と
、
鎮
座
す
る
有
明
山
が
と
て
も
美
し
く
印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
お
２

人
の
活
動
の
広
が
り
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。	　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
上
・
数
馬

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課  

移
住
定
住
促
進
係　

℡（
６
２
）３
１
２
９

滝
沢
在
住

令
和
２
年
移
住▲聡さん HP▲有美子さん HP

ポ
イ
ン
ト

必
要
な
も
の
を
買
う

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
整
美
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

　

お
店
か
ら
発
行
さ
れ
る
レ
シ
ー
ト
に
は
購
入
場
所
や
商
品
名
な
ど
の
情

報
が
載
っ
て
い
る
の
で
、
日
頃
の
買
い
物
の
傾
向
を
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
必
要
の
な
い
も
の
を
買
っ
て
い
な
い
か
、
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
買
い
物
を

す
る
方
も
、
便
利
な
た
め
つ
い
つ
い
買
い
す
ぎ
て

い
な
い
か
レ
シ
ー
ト
と
同
じ
よ
う
に
購
入
履
歴
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

日
頃
の
傾
向
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
お
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
買
い

物
を
す
る
際
、
カ
ゴ
に
入
れ
る
前
や
決
済
の
前
に
「
本
当
に
必
要
な
も
の

だ
ろ
う
か
？
」
と
意
識
し
て
み
る
と
、
不
必
要
な
出
費
と
ご
み
の
発
生
を

抑
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
当
に
必
要
な
も
の
だ
け
を
買
う
こ
と
は
、
結
果

と
し
て
ご
み
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

既
に
実
践
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご

み
削
減
は
、
ご
み
の
処
理
の
過
程
や
焼
却
で
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
日
頃
の
工
夫
を
周
り
の
方
に
も
伝
え
て
い
た

だ
き
、
ご
み
削
減
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
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　うち エ コ 診 断 WEB
サービスはスマートフォ
ンやパソコンを使って、
5 分程度の簡単な入力
で、家庭で出来る地球
温暖化対策のひとつ「光
熱費の削減」のヒントが
得られるインターネット
サービスです。

うちエコ診断
ゼロカーボンの知識

みんなで実践　ごみ削減！みんなで実践　ごみ削減！ 今からできる今からできる
ゼロカーボンゼロカーボン

◀
詳
し
く
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。



　

◆
活
動
の
窓
◆

第
51
回
池
田
町
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
大
会

出
場
者
募
集
中
！

　

毎
年
恒
例
の
囲
碁
・
将
棋
・

麻
雀
大
会
を
今
年
も
開
催
し

ま
す
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
！
初

め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

《
日
時
》
３
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時
～

《
会
場
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

《
部
門
》
囲
碁
【
小
中
学
生
の
部
】

　
　
　
　
　
　

【
一
般
の
部
】

　
　
　
　

将
棋
【
小
中
学
生
の
部
】

　
　
　
　
　
　

【
一
般
の
部
】

　
　
　
　

麻
雀
【
一
般
の
部
】

《
賞
等
》
１
～
３
位
ま
で
賞
状
賞
品

　
　
　
　
　

全
員
に
参
加
賞

《
参
加
費
》
無
料

《
申
込
締
切
》
２
月
21
日
（
月
）

《
参
加
資
格
》
ど
な
た
で
も

《
注
意
事
項
》

　

飛
び
入
り
参
加
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
人
数
を
制
限

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

和
紙
で
つ
く
る
「
た
ま
ご
び
な
」

参
加
者
募
集
中　

　

新
池
田
学
問
所
特
別
講
座
「
和
紙
で
つ
く

る
た
ま
ご
び
な
」
を
開
催
し
ま
す
。
羽
子
板

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
日
本
の
伝
統
的
な
細
工

「
押
絵
」
。
色
紙
の
上
に
押
絵
の
技
法
を
使

っ
て
和
紙
を
貼
り
合
わ
せ
、
た
ま
ご
の
様
な

可
愛
ら
し
い
雛
飾
り
を
作
り
ま
す
。

《
日
時
》
２
月
17
日
（
木
）
、
24
日
（
木
）

（
全
２
回
）
午
前
10
時
～
正
午

《
会
場
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

ク
ラ
フ
ト
ル
ー
ム

《
受
講
料
》
５
０
０
円　

《
対
象
》
ど
な
た
で
も

《
定
員
》
15
人
（
申
込
先
着
順
）

《
持
ち
物
》
ハ
サ
ミ
、
木
工
用
ボ
ン
ド

《
講
師
》
山
口
多
恵
子
さ
ん

《
申
込
締
切
》
２
月
10
日
（
木
）

　

北
信
越
大
会
・
全
国
大
会

出
場
選
手
の
声　

〇
川
嶋  

す
ず
菜
さ
ん

（
大
町
岳
陽
高
校
３
年
・
三
丁
目
）

【
参
加
大
会
】　

　

北
信
越
国
民
体
育
大
会

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技

【
感
想
】

　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
と
リ
ー
ド
競
技
の
両

方
で
１
位
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
本
国
体
に
向
け
て

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

〇
竹
内  

絃げ
ん
き喜
さ
ん

（
松
本
第
一
高
校
３
年
・
滝
沢
）

【
参
加
大
会
】

　

全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
手
権
大
会

【
感
想
】

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
高
校
で
の
部
活
動

も
縮
小
と
な
り
満
足
の
い
く
と
こ
ろ
ま
で
練

習
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
は
自
分
が
出
せ
る
１
０
０
％
の

実
力
を
出
す
こ
と
が
で
き
悔
い
の
残
ら
な
い

大
会
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
努
力
し
、
こ
の
経

験
を
い
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

〇
藤
井  

奈な

な

ね
々
寧
さ
ん（
会
染
小
５
年
・
和
合
）

【
参
加
大
会
】　

　

全
日
本
空
手
道
松
濤
館

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

【
感
想
】

　

試
合
に
は
負
け
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
練
習

の
時
よ
り
は
、
自
分
で
攻
め
て
攻
撃
で
き
ま

し
た
。
相
手
の
ス
テ
ッ
プ
の
動
き
が
、
自
分

よ
り
す
ご
か
っ
た
の
で
、
私
も
撮
っ
た
動
画

を
見
て
そ
ん
な
動
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。

◇
池
田
町
に
は
北
信
越
大
会
以
上
の
大
会
出

場
者
へ
の
報
奨
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
先
】

交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で　

℡（
６
２
）２
０
５
８

【
問
い
合
せ
先
】総
合
体
育
館℡（

６
２
）７
６
５
４
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公
民
館
か
ら

公
民
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら



☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆２月の休館日　7・14・21・22・28 日

（22 日は月末館内整理休館です）

「
山
岳
画
家
　
千
葉
潔
展
」

「
山
岳
画
家
　
千
葉
潔
展
」
３３
月月
１１
日（
火
）か
ら
開
催
！

日（
火
）か
ら
開
催
！

【
問
い
合
せ
先
】

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）　

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

昭
和
28
年
に
大
阪
で
生
ま
れ
た
千
葉
潔
は
、
府
立
高
校
の
美
術
教
員

の
傍
ら
、
20
代
後
半
か
ら
四
季
折
々
の
景
色
を
求
め
て
、
槍
・
穂
高
を

中
心
に
登
り
、
30
代
か
ら
作
品
の
発
表
を
始
め
ま
す
。
50
代
半
ば
に
大

阪
か
ら
松
本
に
制
作
拠
点
を
移
し
、
作
家
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

作
画
で
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
『
山
の
空
気
』
、
す
な
わ
ち
登
山
者

が
肌
で
感
じ
る
も
の
を
、
画
面
に
実
現
す
る
こ
と
。
本
展
で
は
こ
れ
ま

で
の
画
業
の
中
か
ら
、
大
型
作
品
を
中
心
に
選
り
す
ぐ
り
の
山
岳
画
、

約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。

《
会　
　

期
》
３
月
１
日
（
火
）
～
27
日
（
日
）

《
休
館
日
》
７
日
（
月
）
・
14
日
（
月
）
・
22
日
（
火
）

《
開
館
時
間
》
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
最
終
入
館
午
後
４
時
）

《
会　
　

場
》
企
画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》
一　

般
５
０
０
円
（
４
５
０
円
）

　
　
　
　
　
　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
５
０
円
）

　
　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況

に
よ
り
、
臨
時
休
館
や
開
館
時
間
の
短
縮
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
や
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
の
諸
注
意
を
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://navam

.jp

）
に
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
の
上
、
お

越
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
ご
来
館
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

▶
「
槍
ヶ
岳
遠
望
」
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新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

ミス・サンシャイン 「鎌倉殿」登場！！
～源頼朝と北条義時たち 13 人～ようかいむらのにこにこまめまき

その他の新着書
絵の中のモノ語り	 中野京子
新しい世界で	 石持浅海
愚かな薔薇	 恩田陸
ミトンとふびん	 吉本ばなな
ルポ路上生活	 國友 公司
一期一会の人びと	 五木寛之
威風堂々	 伊東潤
クロべぇ	 ふくだいわお
魔法のことば	 柚木沙弥郎

きりきり舞いのさようなら
	 諸田玲子
世界の美しさを思い知れ	 額賀澪
ひとりでカラカサさしてゆく
	 江國香織
もう別れてもいいですか	垣谷美雨
モヤモヤするけどスッキリ暮らす
	 岸本葉子
ようかい村のようかいばあちゃん
	 種村有希子

たかい よしかず　作・絵
（国土社）

節分の日、ようかいむらの
みんなが妖怪神社で豆まき
をしていると、どこからか「鬼
は内！」「福は外！」とおかし
な声が聞こえてきました。

吉田 修一 著
（文藝春秋）

大学院生の一心は、伝
説の映画女優、鈴さんの
家で荷物整理のアルバイ
トをする。今は静かに暮
らす彼女との交流によっ
て大切なものに触れる。

大迫 秀樹 編著
（日本能率協会マネジメントセンター）

意外と知らない日本初の
武家政権誕生に迫る！今風
の解説やイラストで当時の
状況や人物たちを生き生き
と描く。

☆講演会開催☆☆講演会開催☆
寒い時期ですが、一緒に学びましょう！ぜひ、おで

かけください。
どちらも受講は無料です。

★歴史講座『近世信濃の衣料』	 ※みのり塾と共催
講師：県立長野歴史館　小野 和秀先生
日時：2 月 24 日（木） 午後 1 時 30 分から
会場：交流センターかえで ホール

★『野菜づくり お役立ち講座』
講師：農山漁村文化協会
日時：3 月 3 日（木） 午後 1 時 30 分から
会場：交流センターかえで ホール



クラフトパーク＆創造館だよりクラフトパーク＆創造館だより

【
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先
】創
造
館　

℡（
６
２
）６
０
６
５

　

真
綿
そ
の
も
の
が
入
手
困
難
な
時
代
、
繭
玉
か
ら
真
綿
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
日　

時
》
２
月
27
日
（
日
）
午
後
１
時
～
３
時

《
会　

場
》
創
造
館

《
講　

師
》
染
織
り
の
会　

宮
嶋
通
江
さ
ん

《
対　

象
》
ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

《
募
集
人
数
》
10
人
（
先
着
順
）

《
申
込
方
法
》
電
話
に
て
受
付

《
参
加
費
》
５
０
０
円
（
材
料
費
）

《
持
ち
物
》
エ
プ
ロ
ン
（
も
し
く
は
汚
れ
て
も
良
い
服
装
）
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル

ふ
る
さ
と
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

ふ
る
さ
と
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

　

11
月
21
日
「
真
綿
と
木
綿
ワ
タ

を
つ
か
っ
て
小
座
布
団
を
つ
く
ろ

う
」
講
座
に
15
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
今
で
は
珍
し
く

な
っ
た
真
綿
や
木
綿
ワ
タ
の
天
然

素
材
の
心
地
よ
さ
に
ふ
れ
な
が

ら
、
祖
母
や
母
の
布
団
づ
く
り
を

手
伝
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
な

ど
、
手
仕
事
の
よ
さ
を
感
じ
、
座

布
団
づ
く
り
に
熱
中
し
ま
し
た
。

続
・
ふ
る
さ
と
講
座
参
加
者
募
集

続
・
ふ
る
さ
と
講
座
参
加
者
募
集

「
真
綿
づ
く
り
に
挑
戦
！
」

「
真
綿
づ
く
り
に
挑
戦
！
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
、開
催
予
定

の
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 ▶

真
綿
を
の
ば
す
様
子

火災から家族を守る　住宅用火災警報器を整備しましょう火災から家族を守る　住宅用火災警報器を整備しましょう
　

町
が
各
家
庭
に
配
布
し
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
既
に
10
年
以
上
経
過
し
て
い

ま
す
。
電
池
の
交
換
は
で
き
な
い
タ
イ
プ
で
す
の
で
、
次
の
注
意
事
項
を
確
認
の

上
、
新
し
い
も
の
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
を
感
知
し
、
音
や
音
声
で
知

ら
せ
ま
す
。

◆
な
ぜ
家
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
必
要
？

住
宅
火
災
に
よ
り
亡
く
な
る
人
が
増
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
の
原
因
の
多
く
は
逃
げ
遅
れ
で
、
半
数
以
上
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
ど
の
部
屋
に
取
り
付
け
る
の
？

「
寝
室
」
と
「
階
段
」
で
す
。
※
台
所
は
任
意
設
置
で
す
。

◆
な
ぜ
階
段
に
も
設
置
す
る
の
？

煙
は
階
段
を
通
っ
て
上
の
階
へ
と
広
が
り
ま
す
。
階
段
に

設
置
す
れ
ば
、
上
の
階
の
部
屋
に
煙
が
充
満
す
る
前
に
警

報
が
鳴
り
、
早
く
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
交
換
が
必
要
？

電
池
切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
と
て
も
危
険
で
す
！
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま

し
ょ
う
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
付
け
た
時
期
を
調
べ
る
に
は
？

警
報
器
の
「
設
置
年
月
日
」
や
「
製
造
年
」
を
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

大
切
な
家
族
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

注
意
事
項

注
意
事
項

設
置
場
所
の
例

設
置
場
所
の
例

　

複
数
の
感
知
器
を
一
斉
に
鳴
動
さ
せ

る
無
線
式
連
動
型
が
有
効
で
す
。

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

危
機
管
理
対
策
室

℡（
６
２
）３
１
３
１
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高 瀬 中 学 校
熱
戦
！
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
！

　

高
瀬
中
学
校
で
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

が
今
年
度
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
６
組
の
バ
ト
ラ
ー
が
愛
読

書
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
全
校
の
前
で
語
り
ま
し
た
。
バ
ト

ル
終
了
後
、
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
（
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
）
に
よ

る
投
票
が
行
わ
れ
、
今
年
度
の
優
勝
者
は
、
な
ん
と
１
年
生

に
決
定
！
熱
い
思
い
は
、
学
年
を
問
わ
ず
全
校
生
徒
に
届
き

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
は
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
本
に
触

れ
、
心
を
豊
か
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

有
志
集
ま
る
！

　

秋
が
深
ま
っ
た
11
月
。
学
校
周
辺
に
は
た
く
さ
ん
の
落
ち

葉
が
。
そ
こ
で
有
志
に
よ
る
「
落
ち
葉
集
め
隊
」
を
募
集
し

ま
し
た
。
す
る
と
翌
日
の
朝
、
落
ち
葉
集
め
に
次
々
と
生
徒

が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
清
々
し
い
表
情
で
学
校
周
辺
の

落
ち
葉
を
集
め
る
姿
は
、
頼
も
し
い
限
り
で
し
た
。
落
ち
葉

集
め
隊
の
活
動
は
、
12
月
初
旬
ま
で
続
き
、
毎
日
参
加
し
て

く
れ
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
自
分
か
ら
活
動
に
参
加
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
あ
ふ
れ
た
高
瀬
中
学
校
の
生
徒
は
、
本

当
に
温
か
く
、
優
し
い
生
徒
た
ち
で
す
。

み
ん
な
で
楽
し
む
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
タ
イ
ム

　

初
開
催
の
フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
、
生
徒
発
信
型
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
個
人
・
グ
ル
ー
プ
で
発
表
し
た
い
生
徒
が
、
ス
テ
ー
ジ

で
自
由
に
自
己
表
現
を
す
る
企
画
で
す
。
今
回
は
６
組
が
参

加
し
、
短
編
動
画
や
歌
、
漫
才
、
ダ
ン
ス
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
発
表
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
、
会
場
は

大
興
奮
＆
大
歓
声
！
発
表
者
た
ち
の
発
想
力
・
創
造
力
・
表

現
力
は
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い
で
す
。
今
後
も
、
定
期
的
に

開
催
す
る
予
定
で
す
。

多世代相談センターだより　多世代相談センターだより　依存症ってなんだろう依存症ってなんだろう
「
依
存
症
」
と
は

　

依
存
症
と
は
、
日
常
生
活
に
支
障
を
来
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
の

め
り
込
み
、
や
め
た
く
て
も
や
め
ら
れ
な
い
、
自
分
の
力

だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
は
、
国
際
的
な
診
断
基
準
に
お
い

て
認
め
ら
れ
て
い
る
精
神
障
害
（
病
気
）
で
す
。

①
意
志
や
性
格
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
よ
り
脳
が
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
、
意
志
や
性
格
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
誰
で
も
な
り
得
る
病
気
で
す

　

依
存
症
に
至
る
き
っ
か
け
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
隙
間
で
す
。

③
慢
性
の
病
気
で
す

　

慢
性
の
病
気
に
対
し
て
は
、
治
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
「
ど
の
よ
う
に
病
気

と
付
き
合
う
か
」
と
い
う
考
え
が
有
効
で
す
。

④
進
行
性
・
致
死
性
の
病
気
で
す

　

「
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
」
な
ど
と
放
っ
て
お
く
と
依
存
症
は
確
実
に
進
行
し
精
神

的
、
身
体
的
、
社
会
的
問
題
や
事
故
な
ど
が
も
と
で
、
死
に
至
る
危
険
性
の
あ
る

病
気
で
す
。

⑤
否
認
の
病
気
（
本
人
が
病
気
を
認
め
た
が
ら
な
い
病
気
）
で
す

⑥
性
格
が
変
化
し
ま
す

⑦
人
を
巻
き
込
む
病
気
で
す

　

本
人
を
苦
し
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
番
身
近
で
あ
る
家
族
へ
の
影
響
が
大
き

く
、
慢
性
的
な
ス
ト
レ
ス
状
態
に
お
か
れ
る
こ
と
で
次
第
に
不
健
康
な
考
え
方
や

行
動
パ
タ
ー
ン
が
生
ま
れ
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課  

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー　
　

℡（
６
１
）５
０
０
０

依
存
症
七
つ
の
特
徴

依
存
症
七
つ
の
特
徴
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10
月
27
日
、
長
野
県
労
働
金
庫
大

町
支
店
運
営
委
員
会
か
ら
創
立
70
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
働
く

人
へ
の
感
謝
の
心
を
育
て
た
い
と

「
働
く
」
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
紙
芝
居
を
、
池
田
・
会
染

保
育
園
に
各
１
セ
ッ
ト
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
14
日
に
は
福
祉
活
動

の
一
環
と
し
て
、
各
地
域
の
子
育
て

支
援
を
目
的
と
し
、
池
田
・
会
染
小

学
校
に
図
書
１
万
円
相
当
分
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
贈
式
で

は
全
校
を
代
表
し
て
図
書
委
員
が
新

し
い
本
を
受
け
取
り
、
笑
顔
で
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

保
育
園
、小
学
校
へ

　

保
育
園
、小
学
校
へ

紙
芝
居
・
図
書
の
寄
贈　

紙
芝
居
・
図
書
の
寄
贈　

　

12
月
16
日
、北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
管
内
で

県
の「
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
」を
活
用
し
た

地
域
づ
く
り
の
優
良
事
業
に
対
す
る
表
彰
式
が
開

か
れ
、池
田
町
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
だ「
つ
む
ぐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
大
学
生
を
中
心
に
、若
者
が
地
域
に
関

わ
る
仕
組
み
を
作
り
な
が
ら
、地
域
課
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。代
表
の
樋
口
広ひ
ろ
む大
さ
ん（
信
州
大
学
工
学
部
３

年
）は「
補
助
金
は
終
わ
っ
た
が
、こ
れ
か
ら
も
地

域
に
関
わ
っ
て
い
け
れ
ば
」と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

　
「
池
田
つ
む
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
「
池
田
つ
む
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

地
域
づ
く
り
事
業
で
県
知
事
賞
受
賞

地
域
づ
く
り
事
業
で
県
知
事
賞
受
賞

▲小澤悟委員長（左から2番目）から
保育園へ紙芝居贈呈

▲小学校へ図書贈呈（左：会染小学校、右：池田小学校）

▲北アルプス管内で受賞した４事業（つむぐプロ
ジェクト樋口代表・左から４番目）

　

12
月
19
日
、
高
瀬
中
学
校
で
「
第
40
回
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
長
野
大
会
」
の
大
北

地
区
優
秀
賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
矢
口
桃も
も
か花

さ
ん

（
高
瀬
中
２
年
・
中
島
）
に
、
人
権
擁
護
委
員
か

ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

矢
口
さ
ん
は
、
人
権
に
つ
い
て
授
業
で
話
し

合
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
そ
の
重
要
性
を
認
識

し
、
差
別
の
な
い
未
来
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
思

い
を
作
品
に
込
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
瀬
中
学
校
に
は
人
権
教
育
へ
の
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

大
北
地
区
優
秀
賞
を
表
彰　

大
北
地
区
優
秀
賞
を
表
彰　▲表彰状を受け取る矢口桃花さん（写真右）
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デ
ジ
タ
ル
化
書
類
の
作
業
ス
ム
ー
ズ
に
暮
ら
し
が
変
わ
り
経
済
ア
ッ
プ

小
林　

正
雄
（
鵜　

山
）

雪
の
上へ

に
足
跡
あ
ま
た
裏
庭
は
猫
の
ひ
そ
か
な
散
歩
道
ら
し

小
林　

栄
子
（
四
丁
目
）

黄
金
葉
を
陽
に
晒さ

ら

し
つ
つ
は
ら
は
ら
と
銀い

ち
ょ
う杏

散
り
落
つ
わ
が
足
下
に

磯
谷
留
美
子
（
滝　

沢
）

散
歩
す
る
犬
の
寝
転
ぶ
草
も
み
ぢ
余
韻
の
中
に
吾
も
座
り
ぬ

中
沢　

恵
（
十
日
市
場
）

部
屋
内
に
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
咲
き
満
ち
て
誰
に
知
ら
せ
む
コ
ロ
ナ
禍
の
日
々

酒
井　

鈴
子
（
吾
妻
町
）

刮こ
そ

ぐ
れ
ば
飛
び
散
る
鱗う

ろ
こ

灯
の
下
に
鯉こ

い

の
鎧よ

ろ
い

ぞ
暗
き
金
色斉

藤　

恵
子
（
滝　

沢
）

時
か
け
て
ワ
イ
ン
色
へ
と
渋
皮
煮
鍋
の
中
に
は
甘
い
宝
石

片
瀬
貴
江
子
（
四
丁
目
）

苺い
ち
ご

買
う
口
か
ら
は
み
出
す
Ｌ
サ
イ
ズ
ほ
お
ば
る
顔
を
思
い
う
か
べ
て

小
瀬
や
よ
い
（
中
之
郷
）

ど
ん
ど
焼
の
燃
え
る
勢
い
凄
ま
じ
く
青
竹
爆
ぜ
て
冬
空
に
響
く

綱
島
か
つ
江
（
二
丁
目
）

《
池
田
町
選
》

※
今
月
の
投
稿
作
品
９
首
を
投
稿
順
で
掲
載
。

４月号掲載短歌募集

はがきに作品１点を記入し、
２月末までに投稿してくださ
い。
作品には①住所（番地まで）②
地区名 ③氏名 ④電話番号 ⑤
学校名と学年（中学生以下の
方）を明記してください。
投稿作品の語句等の修正は原
則行いませんのでご了承くだ
さい。投稿多数の場合は抽選
により掲載します。
■あて先
　〒 399-8696（住所不要）
　池田町　企画政策課
　　　　町づくり推進係

℡ 62-3129

　

意
思
決
定
に
支
援
が
必
要
な
人
が
支
援
を
受
け
る

き
っ
か
け
と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
日
時
》
２
月
25
日
（
金
）
午
後
２
時
～
４
時

《
会
場
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
ホ
ー
ル

《
内
容
》
講
演
「
や
さ
し
く
わ
か
る
成
年
後
見
制
度
」

～
意
思
決
定
に
支
援
が
必
要
な
人
の
権
利
を
守
る
た
め

に
～

《
講
師
》
長
野
県
弁
護
士
会
ひ
ま
わ
り
長
野
弁
護
士　

塩
野
悠
子
氏

《
対
象
者
》
成
年
後
見
制
度
に
関
心
の
あ
る
方
（
参
加

無
料
・
事
前
申
込
不
要
）

【
問
】
北
ア
ル
プ
ス
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
（
２
２
）
１
５
５
０

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
開
設
日
》
２
月
３
日
（
木
）

《
開
設
時
間
》
午
前
10
時
～
午
後
３
時

《
開
設
場
所
》

　

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局
３
階
会
議
室

《
相
談
内
容
》

　

夫
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
離
婚
、
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
い
じ
め
、
虐
待
、
体
罰
な
ど

の
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
に
関
し
て

《
相
談
担
当
者
》
人
権
擁
護
委
員

　

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
問
】
法
務
局
大
町
支
局　
　

℡
（
２
２
）
０
３
７
９

　

国
土
交
通
省
千
曲
川
河
川
事
務
所
で
は
、
信
濃
川
水

系
の
今
後
の
川
づ
く
り
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
実
施
内

容
と
な
る
信
濃
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（
変
更
原
案
）

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
対
す
る
ご
意
見
を
皆
さ
ま
か
ら
募
集
し

ま
す
。　

　

意
見
募
集
の
時
期
や
方
法
な
ど

の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
問
】
国
土
交
通
省
千
曲
川
河
川
事
務
所
調
査
課

℡
０
２
６
（
２
２
７
）
９
４
３
４

　

池
田
町
担
当
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
宮み
や
ざ
わ澤

陽き
よ
み美

さ
ん（
三
丁
目
）が
法
務
大
臣
か
ら
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
局
と
連
携
し
て
、
地
域
の

皆
さ
ま
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
た
り
、
人
権
侵
害
の
被
害
者
を
救
済
し
た
り
、

地
域
の
皆
さ
ま
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

成
年
後
見
人
制
度
普
及
啓
発
講
演
会

「
信
濃
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（
変
更
原
案
）
」

に
対
す
る
意
見
募
集
に
つ
い
て　

▲専用ＨＰ

「
女
性
と
子
ど
も
の
悩
み
ご
と
相
談
」の
お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
の
再
任
の
お
知
ら
せ
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【
一
般
コ
ー
ス
】

《
入
学
資
格
》

　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
県
内
在
住
の
方

《
講
座
内
容
》

・
実
践
講
座
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
）

・
教
養
講
座
（
政
治
・
経
済
、
歴
史
な
ど
）

・
実
技
講
座
（
ク
ラ
ブ
活
動
、健
康
づ
く
り
）

《
受
講
年
限
》
２
年
間

《
学
習
日
数
》
年
間
15
日
（
５
月
～
２
月
）

《
学
習
時
間
》
１
日
４
時
間

（
お
お
む
ね
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

《
募
集
人
員
》
40
人

《
会
場
》
大
町
合
同
庁
舎
講
堂　

他

《
授
業
料
》
年
額
１
万
２
０
０
０
円

（
※
他
に
教
材
費
な
ど
が
必
要
）

《
募
集
期
間
》

　

２
月
１
日
（
火
）
～
３
月
25
日
（
金
）

《
入
学
案
内
（
願
書
）
設
置
・
提
出
先
》

・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷

・
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
大
北
学
部
事
務
局

（
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
）

※
地
域
課
題
を
解
決
す
る
実
践
者
と
し
て
活

動
し
よ
う
と
す
る
方
向
け
【
専
門
コ
ー

ス
】
の
入
学
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
長
野
県
大
町
保
健
福
祉
事
務
所

福
祉
課  

社
会
係

℡
（
２
３
）
６
５
０
７

　

障
が
い
を
理
由
と
し
た
「
不
当
な
差
別
的

取
扱
い
」
と
「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ

と
」
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
当
事
者
や
関

係
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
は
、
問
い
合
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
問
】
大
北
障
害
保
健
福
祉
圏
域
障
害
者
差

別
解
消
地
域
協
議
会　

大
北
圏
域
障
害
者
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス
ク
ラ
ム
・
ネ
ッ
ト
」

℡
（
２
６
）
３
８
５
５

メ
ー
ル　

scrum
-net@

om
achishakyo.org

み
ん
な
で
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

　

毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

で
す
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
の
制
定
は
、
昭
和
24
年

１
月
26
日
に
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造

建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
（
奈
良
県
）
の
金
堂

が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
に
基
づ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
事
件
は
国
民
に
強
い
衝

撃
を
与
え
、
火
災
な
ど
災
害
に
よ
る
文
化
財

保
護
の
危
機
を
深
く
憂
慮
す
る
世
論
が
高
ま

り
、
昭
和
25
年
に
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

１
月
と
２
月
が
１
年
の
う
ち
で
最
も
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

文
化
庁
と
消
防
庁
が
昭
和
30
年
に
「
文
化
財

防
火
デ
ー
」
を
定
め
ま
し
た
。
文
化
財
を
火

災
、
震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る
と
と
も

に
、
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
を
展
開

し
、
文
化
財
愛
護
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
に
は
有
形
文
化
財
、
無
形
文
化

財
、
民
俗
文
化
財
、
記
念
物
お
よ
び
伝
統
的

建
造
物
群
が
あ
り
ま
す
。

　

池
田
町
に
も
県
の
指
定
文
化
財
で
あ
る
木

造
毘
沙
門
天
立
像
を
始
め
、
多
く
の
文
化
財

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
人
た
ち
が
現
代
に

残
し
て
く
れ
た
掛
け
替
え
の
な
い
歴
史
的
財

産
を
、
私
た
ち
が
次
の
時
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
も
、
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
４
年
度
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

大
北
学
部
学
生
募
集
に
つ
い
て　

　

障
害
者
差
別
解
消
法

ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
の
お
願
い　

  

消
防
署
だ
よ
り

消
防
署
だ
よ
り

　
北
ア
ル
プ
ス
高
域
南
部
消
防
署

　
北
ア
ル
プ
ス
高
域
南
部
消
防
署

℡
（
６
２
）０
１
１
９

℡
（
６
２
）０
１
１
９
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池田町空き家バンクに登録しませんか？

●登録された物件は、町ホームページや不動産ポータルサイト「ココスマ安曇野」
　に掲載し、広く紹介していきます。

【問い合せ先】企画政策課  移住定住促進係　℡ 62-3129

●売買・賃貸の契約締結後、改修・片付け・解体の補助制度が利用できます。
空き家をお持ちで、売却や賃貸をお考えの方、まずはお気軽に役場移住定住促進係まで
ご相談ください。
これまで登録 91 件のうち、売買 62 件、賃貸 10 件　成立しています。（令和 3 年 12 月末時点）

▲町 HP

▲ココスマ安曇野

池田町空き家バンク制度は、空き家の利活用を目的として、
連携している不動産業者が売却・賃貸を仲介する制度です。



広
報
い
け
だ

℡
０
２
６
１（
6
2
）３
１
２
９　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１（
6
2
）９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

m
achi@

tow
n.ikeda.nagano.jp

発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

企
画
政
策
課　

町
づ
く
り
推
進
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３
‐
６

印
刷　

川
越
印
刷
株
式
会
社　

  

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、企画政策課町づくり推進係　℡ 62-3129 へどうぞ。

広
報
い
け
だ

　
　
　
令
和
４
年
１
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
２
年
２
月
号
（N

o.664

）

《

有

料

広

告

欄

》

池田町メール配信サービスにご登録ください池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

6 日（日）
池田・松川 平林メンタルクリニック 61-1577

大町市内 菊地クリニック 21-2580

11 日（金・祝）
池田・松川 近藤医院 62-9187

大町市内 小野医院 22-0047

13 日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 平林医院 22-2525

20 日（日）
池田・松川 西森整形外科 61-1700

大町市内 横澤内科医院 22-0371

23 日（水・祝）
池田・松川 太田医院 62-1010

大町市内 市立大町総合病院 22-0415

27 日（日）
池田・松川 松本クリニック 61-5151

大町市内 野村クリニック 85-0085

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

6 日（日） 横澤歯科医院 22-1343

11 日（金・祝） いとう歯科医院 62-8880

13 日（日） にこにこデンタルクリニック 23-5612

20 日（日） あづみ病院歯科口腔外科 61-1168

23 日（水・祝） 平林歯科医院 22-1149

27 日（日） きらり歯科医院 62-0005

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

6 日（日） なつめ薬局 85-0536

11 日（金・祝）
内川薬局板取 62-9912

ナシダ薬局 62-6370

13 日（日）

キムラ薬局 62-5210

池田土屋薬局 61-5021

日本調剤北アルプス薬局 85-2333

20 日（日） すみれ薬局 85-2061

23 日（水・祝） 白樺薬局 62-0010

27 日（日） 日本調剤北アルプス薬局 85-2333

■ 2月の主な行事
期　　日 行　事　名
13 日（日） スタインウェイピアノ公募コンサート

17 日（木） 池田工業高校　デュアルシステム発表会
※新型コロナウイルス感染拡大状況によって中止となる場合があります。

■ 2月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

5 日（土） 朝日企画（株） 62-5607

6 日（日） 北アルプス総合設備（株） 85-2063

11 日（金・祝） 安曇さく泉工業（株） 0263-72-4512

12 日（土） （有）環境クリーンサービス 090-8773-4088

13 日（日） （有）一本木建設 22-8498

19 日（土） （株）千村設備工業 0263-58-2310

20 日（日） （株）ピュアハウス 85-0970

23 日（水・祝） （株）大北設備 090-3093-4395

26 日（土） （有）テクノ安曇野 090-7267-6923

27 日（日） 稲洋水道（株） 090-1200-9731

■ 2月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
1月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,557人　（△11）
　　　男 4,640人　（△4）　女　4,917人（△7）
●世帯数 4,052世帯（△1）

■ 2月の納税等
国保税・後期高齢⑧　　　　　　　【納期限 2 月 28 日】
※口座振替日は 2 月 24 日（木）です。前日までに残高の確認をお願いします。


